


図-3は 、a)震災前、b)震災半年後、c)震災 1年後、

の 3つの時点で、当該地区を南側 (国道 2号線)上 空

から眺めたときの、建物 850棟についての景観を示 し

たCGで ある。CG作 成に際しては、実際の建物の高

さに比例 して建物形状のポ リゴンを立ち上げ、被災建

物の再建までのプロセスをプロックの有無と色の組み

合わせで示すようにレンダ リングを施 した。すなわち、

従前からの建物は灰色のブロックで示され、撤去され

るとプロックが消えるとともに、敷地を茶色で塗って

更地になった状態を示す。また、仮設再建された場合

は青いプロックとして再び表示され、そして本再建が

終了するとブロックの色がもとの灰色に戻る。

まず、図-3・ a)に示すように、震災前における個

々の建物のスケールと空間的な位置関係が把握できる。

すなわち、震災前の当該地区は比較的低層の建物が多

く、街路が格子状に整備され、整然としたまち並みが

であったことが理解できる。

一方、図-3・ b),c)で は半数近 くの建物が撤去さ

れているが、残る建物には比較的高層のものが多 く、

震災による建物被害が一戸建てや低層の建物に集中し

たことが分かる。また、仮設再建の多 くは店舗、ある

いは事業所であり、一刻も早い再開を望む店舗主や事

業主の意志が反映されているものと思われる。 しか し

ながら、両者に大きな変化は見られず、震災か ら1年

が経過しても当該地区では総 じて更地が目立つ。また、

被災 した小売市場では店舗の共同立て替えに対する合

意形成の遅れなども相まって、建物再建がほとんど進

んでいないことが分かる。

5.お わりに

今回の試みは限られた被災地を対象としたものでは

あるが、震災による建物被害の実態や必ずしも順調に

進んでいない建物再建など、被災地が抱えるいくつか

の問題点を明らかにすることができた。とりわけ住宅

や店舗等の再建は復果への第一歩でもあり、こうした

CCプ レゼンテーションは、数字だけではなかなか伝

わりにくい被災地の現状を分かりやすく伝え、復興ま

ちづくりにとって基礎的な資料となると考える。

今後の課題としては、建物種別や構造の違い等の情

報を付加したり、再建後の建物形状の変化等への対応

など、CCの 有する情報量を増やすことにより、多様

な検討を可能としたい。
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